


空気ポートの間の雰囲気を想定し，O2：1.0％，CO2： 
19.0％，N2：80.0％とした。

2．結果と考察

2．1　灰付着挙動

　図2に3種の石炭の単味燃焼時における伝熱管への灰
付着状況を示す。プローブ挿入時間は100minである。
RT炭の場合，灰色の粒子が主に伝熱管上部（上流側）
に付着しており，一部の灰粒子は焼結している。PS炭
の場合は，褐色の灰粒子が伝熱管表面に付着しており，
一部の灰粒子は溶融している。一方，UBCの場合は，ほ
ぼ溶融状態の灰が伝熱管表面の全面に付着しており，薄
い溶融スラグ層が形成されている。このように，灰組成
によって灰付着形態が大きく異なることが分った。
　図3に単味燃焼時におけるプローブ挿入時間に対する
灰付着率を示す。灰付着率（φ���）は式（1），式（2）で
定義�






